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健康・体力・運動・栄養に関する調査
沖本昭子、前山　直、辻 忠
ABasic　Survey　on　Heakh，　Physical　Fitness，　Exercises　and　Nutrition
ofMale　a蔦d　Female　College　Students
Akiko　OKIMOTO，　Tad歌shi　MAEYAMA　and　Tadashi　TSUJI
　　For　the　purpose　of　gathering童nformation　useful　of　the　programs　t◎ρromote
health　a慧d　physical　fitness，　a　bas呈c　survey　o難health，　physical　fitness，　exercise　and
簸utritio鍛was斑ade　on　213male　and　225£emale　College　students。
　　The　res縫1亡s　are　outlined　as　follows：
　　1）　According亀o　their　self・appraisal　of　health　conditions，　their　own　health
co鍛ditions　to　be　normal　and　good　health　con蕊dered　◎ver　90％　i鍛both魚ale
and　female　stude撹s．　As　the　criteria　of　evaluating　the孟r　own　health　conditions，
exercise，　sleep　and　nutri£io無were璽isted　most　freque飢1y至n　both　male　and　female
stude飢s，　In　addition，　disease　was　i筑dicated　most　frequently　in　female　s糠dents．
　　2）　As　to　the　levels　of　their　physical　fitness，　the　poor　health　was　23．0％in
male　a鍛d　28。4％in　female　students。
　　　　　Endurance　i亘mental　and　physical　labor，　physical　fitness　for　perfbrmance
in　搬ale　stu（圭e鍛ts，　and　fatigue　or　recovery　from　fat玉gue，　phys圭cal　fitness　for　pro鞘
tec重ion　in　female　students　were　listed　as　the　criteria　f◎r　their　evaluatio箆of　phy・
cical　fitness．
　　3）　At　the　prese飢，　the　unsa重isfactory之o　the　level　of　their　ow益physical　fitness
was　50．7％in　male　a葺d　41．7％in　fbmale　s敏de簸ts，　As　their　c◎nscio蘇s　for　the
prom◎tion　of　their　health　and　physical　fitness，　s正eep，　exercise，　nutrit玉on　a簸d
撫ecycle　of　the　daily　li　fe　were搬ost　frequently　listed童獄both　ma王e　and　fema玉e
S｛二績（圭ents．
　　4）　On　the　benef三ts　expected　from　£he　physical　exercise　and　sports，　the
relief　from　mental　and　physical　stresses　and　the　improveme継of　physical　fitness
玉圭sted魚both　male　and　female　stude無ts．　Especially，止e　improveme鍛t　of　physical
fitness　was　o鍛ly　54。8％in　lna玉e　and　50．6％in　female　students．
　　5）　The　unsatisfactory　to　the　am◎unt　of　their　activi重y　in£he　da冠y　1圭fe　was
43．7％in　male　and　61．3％in　female　students．　As　the　reaso鍛s　fbr　not　be圭鍛g　able
to　take　up　more　exercise，the　lack　of　leisure　time　was　p◎童nted　out　most　frequent至y
in　bOth　male　and　female　StUdentS．
　　6）　The　averaged　value　of　their　dietary　hltake　was　12．3　i鶏male　and　14．5
in　fema玉e　students。
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　　　　　　　　　　　　健廠・体力・運動・栄養に関する調査　　（沖本・前山・辻＞
　　　　　　　　　　　　　2．3，4．6，7．8＞　 　　　　　　　　　1011＞1．5．9）
　大学生の体力，健康状態および生活時間など多くの報告があるが，それらの結果は，大掌生の
運動不足や，生活状態が健康や体力に，重大な影響を及ぼすであろうという指摘が少なくない。
　体育科学センター体力調査専門委員会では，運動不足を解消し，健康や体力の保持増進の方途
を検討するための調査を，社会入とくに各年代層，大学教員及び婦入勤労者を対象にした報告が
ある。しかし，大学生に関して追究したものは，ほとんど見られない。
　そこで著者らは，大学生の男女を対象に，健康や体力の保持増進を，一一一　ew促進させるための基
礎的資料を得る目的で，健康，体力，運動，栄養に関する調査を実施した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査方法
　調査は，昭和55年6月とll月に，大阪外国語大学1年生の男子　213，女子225名の学生を対象に，
体育科学センター体力調査專門委員会の調査項目及び，栄養調査を参考に若干修正を加えた，健
康，体力，運動，栄養調査を行った。（表1）
　なお，栄養摂取の評点は，1－9項漂までの圓答のうち「はい」のときに2点，同じく「時々」
に1点，「いいえ」に0点，10項瞑めの罎答は「はい」に0点，「時々」に1点「いいえ」に2点と
し，1～10項瞑までを点数化した。
氏　名　　　　　　　　学　科
学年　　　　組男・女　年齢　才
※　記入方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　1　調査項冒にもれなく記入して下さい
　2　答の中であてはまる数字に○印を，あてはまらない
　　場合はその他に具体的に記入して下さい
A　健康状態について
　1　あなたの健康状態をどのように思っていますか
　　1）非常に丈夫　2）普通　3）余り丈央でない
　2　1の健厚矧犬態の評｛醜ま次の理繊のどれに当りますか
　　主なものを2っ選んで下さい
　　　1＞元気よく活動できるかできないか
　　　2）よく眠れるか眠れないか
　　　3＞仕窮に疲れても休息や睡眠で灘復するかしないか
　　　4＞病気にかかることが多いか少ないか
　　　5）運動神経が発達しているかしていないか
　　　6）多少の無理がきくかきかないか
　　　7＞食欲が妊盛であるかないか
　　　8）その他
B体力について
3　あなたは現在の体力をどのように思いますか
5
1＞ある方　2）落通　3＞ない方
3の体力状態の評樋は次の理磁のどれに当りますか
主なものを2つ選んで下さい
　1）B頭の疲労感
　2＞走るのが速く，ジャンプカがあるかないか
　3）娃審・スポーツ後の疲労園復度
　4）からだがやわらかで，柔軟性があるかないか
　5＞長時闘の精神労働にたえられるかたえられな
　　　いか
　6）運動神経が発達し，敏しょう牲があるかない
　　　か
　7）及達と試含（スポーツ）をしたときの勝負
　8）重い物が持てるか持てないか
　9）体力測定の結果
　10）長時問の磯体労働にたえられるかたえられな
　　　いか
　11）選鋤しても長く続けられるか続けられないか
　12）その他
あなたは現姦の体力に満足していますか
1）大いに満足　2＞満足　3＞まあまあ　4）不満
5）大いに不満
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C　いままでとこれから
　6　あなたは健康・体力の保持増進のために，現在実行
　　　しているものを下の中から選んで下さい
　　　　1＞食事の質や盤に注意する
　　　　2）過労をさけ積極的に体養する
　　　　3）たばこをさける
　　　　4）睡眠聴闘に注意する
　　　　5）運鋤不足にならないようにする
　　　　6）体力測定を定期的に行ない体力の低下を防ぐ
　　　　7）｛建離診断を定期的にうける
　　　　8）栄養剤を飲む
　　　　9）軽疲のうちに医師にかかる
　　　10）生活を規貝粕勺にする
　　　11）その他
　7　あなたはこれから健康・体力の保持増進のために親
　　　しく実行したいものを2つ選んで下きい
　　　　1）食事の質や量に油意する
　　　　2＞過労をさけ積極的に休養する
　　　　3）　たばこをさける
　　　　4）睡眠隠聞に注意する
　　　　5＞運鋤不足にならないようにする
　　　　6）体力測定を定期的に行ない体力の低下を防ぐ
　　　　7）健療診断を定期的にうける
　　　　8）栄養剤を飲む
　　　　9）軽癒のうちに医師にかかる
　　　10）生活を規劉的にする
　　　11）その他
　8　あなたは運動・スポーツに期待するものを，2っ選
　　　んで下さい
　　　　1）高血鷹症，心綴病，糖尿病などを予防する
　　　　2）運動は気持よく，さわやかで糟神的，肉体的
　　　　　　ストレスの解消になる
　　　　3）スタイルのよい均整のとれた身体になる
　　　　4）筋肉や持久力をつけ，敏しょう性，柔軟性，
　　　　　　バランス能をよくし，　露常生活をより活動的
　　　　　　にする
　　　　5）糧1神を多段練し，根性をっける
　　　　6）社交性をつけ，ひっこみ思案を解消し協調性
　　　　　　をみにつける
　　　　7）選手になり，大会の代表になりたい
　　　8）その他
9　あなたは現在運動していますか（実技授業除く）
　1）1）定期的にしている　週（　　　）日
　　　2）不定期だがしている
　　　3）機会があればする程度
　　　4）全くしていない　a）したいと思っている
　　　　　　　　　　　　　b）全くしたくない
10　あなたは現在の運動（活動量）程度で満足ですか
　1）大いに満足　2）満足　3）まあまあ　4）不満
　5）大いに不満
11　4・5に答えた方はその理由を2つ選んで下さい
　　　工）時間に余裕がない
　　　2）適当な体育施設がない
　　　3）体育施設不足で満員で十分できない
　　　4）良い拙導者がいない，または不足
　　　5）仕事に疲れてできない
　　　6）経済的に余裕がない
　　　7）家庭の理解と協力がない
　　　8）なかまが集まらずつまらない
　　　9）その他
D　栄饗について
12　あなたの食事内容はどのようになっていますか
　　　　1）毎闘朝食をたべている
　　　　　　　　　　　　（aはい　b時時　cいいえ）
　　　　2）毎臼＆の濃い野菜をたべている
　　　　　　　　　　　　（aはい　b時時　cいいえ）
　　　　3）毎露色の淡い野菜をたぺている
　　　　　　　　　　　　（aはい　b時時　cいいえ）
　　　　4）籍B牛乳を飲んでいる
　　　　　　　　　　　　（aはい　b時時　cいいえ）
　　　　5）毎目卵をたべている
　　　　　　　　　　　　（aはい　b時時　cいいえ）
　　　　6）毎日果物をたべている
　　　　　　　　　　　　（aはい　b時時　cいいえ）
　　　　7）毎日魚か肉をたべている
　　　　　　　　　　　　（aはい　b時時　cいいえ）
　　　　8）豆類をma　3臼以上たべている
　　　　　　　　　　　　（aはい　b時時　cいいえ）
　　　　9）海そう類を週3臼以上たべている
　　　　　　　　　　　　（aはい　b時時　cいいえ）
　　　10）インスタント食品をよくたべる
　　　　　　その食品名　（aはい　b時時　cいいえ
　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）
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健康・体力・運鋤・栄養に照する調査　　（沖本・鰍掛辻）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　果
1　健康状態について
（1）健康状態に関する自己認識
表2－1の健康状態に関する自己認識の頻度をみると，男子では，健康状態を「普通」だと思
っている者が，70．9％で最も多く，次いで葬常に丈夫である」に19．2％，喩り丈央でない」に9．
9％を数えた。女子では，男子とほぼ同様の傾向で，それぞれ74，7％，16．9％，8．4％であった。
男女別にみると，健康状態の自己認識の頻度には，有意な差は見られなかった。
表2－1　健康状態に
　　　　　関する自己認識
男　　子 女　　子
非常に丈夫
普　　　通
あまり丈夫でない
19．2％
70．9
9．9
16．9％
74．7
8．4
計 100．0 100．0
表2－2　健康状態の自己評嫡基準
男　　子 女　子
元気よく活鋤できるかできないか 24．7％ 20．6％
病気にかかることが多いか少ないか 20．3※※ 28．6
疲れても休患や睡眠で園復するかしないか 18．4 18．2
食欲が賎盛であるかないか 13．9 玉2．2
多少の無理がきくかきかないか 12．8 12．爆
よく眠れるか眠れないか 6．7 7．7
運動神経が発達しているかいないか 3．2 0β
計 100．0 100．0
※：　男子と女子との閥の有意性を示す　張※：P〈0．01
（2）健康状態の膚己評価基準
　健康状態に関する自己認識の評樋基準を表2－2に示した。男子の健康状態の評価理由をみる
と，「元気よく活動できるか，できないか」で評価する者が24．7％で最も多く，次いで「病気にか
かることが多いか，少ないか」20．3％，「疲れても休怠や睡眠で回復するか，しないか」18，4％，
「食欲が旺盛であるか，ないか」13’9％の順であった。女子では，「病気にかかることが多いか，
少ないか」28．6％で最も多く，「元気よく活動できるか，できないか」20．6％，「疲れても休息や睡
眠で回復するかしないか」18．2％，「多少の無理がきくか，きかないか」12．4％の順であった。
つまり健康状態を把握する時の指標は，男女とも運動，疾病，休養及び栄養に関心を寄せ，上記
4位までの合計は，男子77．3％，女子79．8％に達している。
　男女別にみると，「病気にかかることが多いか，少ないか」で評価するものが女子に多く，男女
間に1％以下の危険率で有意であった。また「元気よく活動できるか，できないか」「多少の無理
がきくか，きかないか∫運動神経が発達しているか，していないか」という積極的な活動面を合
計すると，男子が40．7％，女子が33．3％であったが，男女間に有意な差が兇られた。
巫　体力の現状について
（1）体力に関する自己認識
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　蓑3－1の体力に関する自己認識の頻度をみると，男子では，自分の体力を「普通」だと思っ
ている者が63．4％で最も多く，「ない方」23．0％，「ある方」13．6％の順で，女子では，男子とほぼ
同様の傾向で，それぞれ61．8％，28．4％であった。
　男女別にみると，「ある方」だと思っている男子は，女子に比べて4％多いのに対し，「ない方」
だと思っている男子は，女子に比べて5％少ない傾向を示した。
表3－2　体力の自己評価基準
表3－1　体力に関する
　　　　　自己認識
男　　子 女　　子
ある方
普　通
ない方
13．6％
63．4
23．0
9．8％
61．8
28．4
計 100．0 100．0
男　　子 女　　子、
運動しても長く続けられるか続けられないか 23．5％ 22．5％
仕事，スポーツ後の疲労團復度 20．0 18．4
B順の疲労感 ユ7．6※※※ 27．3
長時間肉体労働に酎られるか耐られないか ユ2．9 11．1
長時問糟神労働に耐られるか耐られないか 7．3 6．6
運動神経が発達し敏捷性があるかないか 5．4 4．8
体力測定の結果 5．4 4ユ
柔軟性があるかないか 2．8 1．1
友達と試合をしたときの勝負 2ユ L4
重い物が持てるか持てないか 0．9 2．0
走るのが早く，ジャンプカがあるかないか a．1 ・　0．？
計 100．0 100．0
※：　男子と女子との闇∂）有意性を示すtt※※※　PくO．OO1
（2＞体力の自己評傭基準
　体力の自己認識の評価基準を表3－2に示した。男子の体力の評価理由をみると，「運動しても
長く続けられるか，続けられないか」を観点とする者が23，5％で最も多く，「仕事スポーツ後の疲
労圓復度」20．0％，「日頃の疲労感」17．6％，「長時間の肉体労働に耐られるか，耐られないか」12
．9％で，他の評価項饅は7％朱満にすぎない。女子では，「臼頃の疲労感」が27．3％，「運動しても長
く続けられるか，続けられないか」22．5％，「仕事スポーツ後の疲労圓復度」ヱ8．4％，「長時間の肉体
労働に耐られるか，耐られないか」11．1％で他の評価項闘では，男子と同様に7％未満にすぎな
い。このように「仕事スポーツ後の疲労圏復度∫日頃の疲労感」という疲労現象に男女とも集中
し，爾観点の合計は，男子37。6％，女子45．8％を占め，「運動しても長く続けられるか，続けられ
ないか∫長時間の肉体労働に耐られるか，耐られないか」「長時間の精神労動に耐られるか，耐ら
れないか」の心身の持久性の合計に男子43．7％，女子40。2％に達した。これに対し「敏捷性∫体
力測定の結果∫柔軟牲があるか，ないか」「重いものが持てるか，持てないか」「走るのが速くジャ
ンプカがあるか，ないか」という機能面の評緬理由の合計は，男子16．6％，女子12．6％に止まっ
ている。
　男女別にみると，「日頃の疲労感」を観点とするものが女子に著しく多く，男女間に，0．1％以下
125
健廉・体力・運動・栄養に関する調査　　（沖本・前山・辻〉
表4　体力に対する満足度
男　　子 女 子
大いに満足
満　　　足
まあまあ
不　　　満
大いに不満
0．9％
12．3
363
42．5
8．0
0．4％
1爆．7
43．2
37．3
4．4
計 100．0 100．0
の危険率で有意であった。また「BtSの疲労感」と「仕事，
スポーツ後の疲労測復度」の合計においても女子の方に著し
く多く，男女間に有意な差が見られた。
（3）体力に薄する満足度
　表4の体力に対する満足度の頻度をみると，男子では「不
満」及び「大いに不満」と思っている者が50．5％で最も多く，
次いで「まあまあ」が36．3％，r満足」及びド大いに満足」が13．2％であった。女子では，「まあまあ」
が43。2％，「不満」及び「大いに不満」41．7％，「満足」及び「大いに満足」は15．1％であった。
　男女別にみると，男子の「不満」と訴えた者は半数を占め，女子に比べ9％も上団る傾向を示
した。
1図健康・体力の保持増進への実行していることと実行したいこと
30
実行している
　20　　　　10 0％
　　今後実行したい
0　　　　　　　10　　　　　20　　　　　　30％
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（4）健康，体力の保持増進のために実行していることと，薪たに実行したいこと
　図1は，健康や体力の保持増進のために，現在どんなことを実行しているのか，今後どういう
ことを実行したいかについて，図の左半分に実行している頻度を，函の右半分に実行したい頻度
をそれぞれ示した。日常生活の中で最も留意しているものは（図の左半分），男子では，「運動不
足にならないようにするj20．7％，次いで「食事の質や量に注意する」19．5％，「睡眠時間に注意
する」19．0％，「タバコをさける」15，8％「生活を規則的にする」14。9％の順で，他の項目では6
％末満にすぎない。女子では，「食事の質や量に注意する」26．9％で最も多く，「睡眠時間に注意す
る」26．0％，「運動不足にならないようにする」14．9％，「生活を規鋼的にする」14．7％，「過労をさ
け積極的に休養する」9．6％の順で，他の項目は5％末満にすぎない。
　男女別にみると，男子の頻度が女子に比べて有意に多いものに，「運動不足にならないようにす
る」「タバコをさける」があり，女子の方が有意に多いものに，「食事の質や量に注意する」「睡眠時
聞に注意する」「過労をさけ積極的に休養する」がある。
　これから新たに実行したいものには（図の右半分），男子では，「生活を規則的にする」が27。2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％で最も多く，「運動」21．0％，「食事」17．1
　　表5　運動・スポーツに期待するもの
男　　子 女　　子
精神的，肉体的ストレスの解消 32．0％※ 39．5％
筋力や持久力など機能をよくする 30．1※※ 19．2
精神を鍛練し，根性をつける 20．2 15．2
協調性をつける 7．6 5．4
均整のとれた身体になる 5．1巌※ 16．5
成人病などを予防する 2．5 3．7
選手になる 2．5 0．5
言テ 100．0 100．0
※：男子と女子との有意性を示す　※：P＜0，05
※※：P＜0．01
％，「睡眠114．9％の順となり，女子では，
「運動」が33。0％で最も多く，次いで「生
活を規則的にする」25．4％，「食事」14．8％，
「睡眠」13．6％となり，甥女とも運動，休
養，栄養への関心度が高い。
　男女別にみると，「運動不足にならないよ
うにする」が女子に著しく多く，男女問に
0．1％以下の危険率で有意であった。
Pt　運動の現状について
（1）運動やスポーツに期待するもの
　表5の運動やスポーツに期待する頻度をみると，男子では，「精神的，肉体的ストレスの解消」
とした者が32．0％で最も多く，次いで「筋力や持久力など機能をよくする」30．1％，「精神を鍛練
し，根！生をつけるコ20．2％の順で，女子では，「精神的，肉体的ストレスの解消」とした者が39．5
％で最も多く，「筋力や持久力など機能をよくする」19．2％，「均整のとれた身体になる」16．5％，「
「精神を鍛練し，根性をつける」15．2％の順になっており，男女とも第3位までにランクされた
ものが70％以上を占めた。
　男女翔にみると，「精神的，肉体的ストレスの解消」及び「均整のとれた身体になる」に期待す
る者は女子に多く，男女間に5％以下の危険率で有意であった。これに対し，「筋力や持久力など
機能をよくする」に期待する者は，男子に多く，男女間に0．1％以下の危険率で有意であった。
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表6　運動の実施状況
男　　子 女　　子
定期的にしている
不定期だがしている
機会があればする程度
全くしていない
38。0％※※
16．0
25．8
2G．2・X※※
24．9％
10．2
28．9
36．0
計 ユ00．0 100．0
※：男子と女子との麿意性を承す　※※：P＜0．Ol
※※※：P＜O．OOI
また，体力の向上をはかる「筋力や持久力など機
能をよくする」「精神を鍛練し，根性をつける」「均
整のとれた身体になる」という項目の合計は，男
子55．4％，女子50．9％で，男女間に有意な差は見
られなかったが，男女ともに半数の者は，運動や
スポーツの鍛練的な効果を期待している。
②運動の実施状況
表6の実施状況（体育実技を除く）についてみ
ると，男子では，「定期的にしている」が38．0％であるのに対し，「全くしていない」が20．2％であ
った。同様に女子では，それぞれ24．9％，36．0％となっている。
　男女別にみると，「定期的にしている」者が男子に多いのに対し，女子では「全くしていなL）　」
者が多く，男女聞にいつれも1％以下の危険率で有意であった。
表7－1
　現在の運動量（活動量）
　程度に対する満足度
男　　子 女　　子
火いに満足
満　　　足
まあまあ
不　　満
大いに不満
6．6％
16．9
32．8
36．2
7．5
2．2％※
8．9※※
27．6
48．嘆　　※※※
12．9
財 100．0 100．0
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表7－2　運動量程度の不満に対する理由
男 刃女子
時間に余裕がない 43．9％ 50．0％
適盗な体膏施設がない 175 19．i
仕事に疲れてできない 12．3 12．2
紳問が集まらずつまらない 12．3 喋．8
経済的に余裕がない 5．8 7。睡
良い指瀦がいない，または不足 姦．7 2．6
体膏施設不足で満員で十分できない 2．9 3．0
家庭の理解と協力がない 0．6 0．9
計 100．0 100．0
（3）現在の運動量（活動量）程度に対する満足度
　蓑7－1の日常生活中の運動量（活動量）程度に対する満足度の頻度についてみると，男子では，
「不満」及び「大いに不満」を合せると43．7％で最も多く，次いで「まあまあ」だと思う32．8％，
「満足」及び「大いに満足」23．5％の順であり，女子では「不満」及び「大いに不満」が61．3％
で最も多く，「まあまあ」だと思う27．6％，「満足」及び「大いに満足」11．1％の順であった。
　男女別にみると，「満足」及び「大いに満足」だと思う者が男子に多くを数え，女子では「不満」
だと思う者が，男子に比べて圧倒的に多く，「満足」と「大いに満足」及び，「不満」と「大いに不
満」との合計においても同様の傾向を示し，男女聞には，いずれも5％以下の危険率で有意であ
った。
　次に「不満j及び「大いに不満」と訴えた者の理由は（蓑7－2＞，男子では，「時聞に余裕が
ない」に43．9％で最も多く，次いで「適当な体育施設がない」17．5％，「仕事に疲れてできないj
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及び「仲間が集まらずつまらない」に，それぞれ12．3％
あった。女子では，男子とほぼ同様の傾向で，それぞれ
に50．0％，19．1％，12．2％，4．8％であった。
　男女別にみれば「仲間が集まらずつまらない」に男子
は，女子に比べて多く男女との間に，5％以下の危険率
で有意であった。
　　　　　　　　　　男1璽臼朝食をたべている
　　　　　　　　　　女
2毎a魯の濃い野菜を　　男
　　　　　たぺている
　　　　　　　　　　女
　　　　　　　　　　男3毎臼色の淡い野葉を
　　　　　たべている　女
　　　　　　　　　　男4毎日牛乳を飲んでいる
　　　　　　　　　　女
　　　　　　　　　　男
5罐日卵をtcぺている
　　　　　　　　　　女
　　　　　　　　　　男
6毎日果物老たべている
　　　　　　　　　　女
　　　　　　　　　　　男
7毎日魚か肉をたべている
　　　　　　　　　　女
8豆類を週3臼以k　　　男
　　　　　　たぺている
　　　　　　　　　　　女
9海そう類を澗3El以上　男
　　　　　　lCべている
　　　　　　　　　　女
10　インスタント痩品を
　　　　　よくrcぺる
　　　　　　　　　　　女
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　図2－2食事の摂取内容
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N　栄養について
　栄養摂取の評点の平均値と標準偏差を，図2－1に，栄養素の詳細な毎日の飲食状況を「はい」
「時々」「いいえj別及び，男女別についてec　2－2に示した。
　栄養の評点（図2－1）は，男子12．3点，女子14．5点で，女子の方に評点が高く，男女閤に有
意な差が見られた。
　栄養摂取の詳細（図2－2）についてみると，毎臼の飲食に5G％以上「はい」と園答した者は，
男子では「朝食をとる」「色の淡い野菜をたべる」「魚か肉をたべる」にすぎない。これに対して女
子では，「豆類をたべる」「海そう類をとる∫インスタント食品をたべる」以外の6種の飲食品及び
朝食をとるに見られた。
　男女別にみると，男女聞に有意な差を示す場合がかなり多く，とくに「はい」と園答した「豆
類をたべる」同じく「時々」の「海そう類をとる」「いいえ」の「牛乳を飲む」「魚か肉をたべる」
「海そう類をとる」を除いた以外は，男女間にいずれも5％以下の危険率で有意であった。すな
わち，男子の圃答頻度が女子に比べて，有意に低い値の飲食品としては，「はい」と麟答した第1
～ 6番までの「朝食をとる」「色の濃い，淡い野菜をたべる」「牛乳を飲む∫卵をたべるf果物をた
べる」「魚か肉をたべる」に見られた。嗣様に男子の方が有意に高い値の飲食品としては，ヂはい」
と回答した第9－10番の「海そう類をとる∫インスタント食品をたべる」のみであった。女子で
は，男子の頻度とは逆の関係にあって，栄養摂取の充足度は男子に比べて高いことが騒立ってい
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　察
　健康，体力，運動，栄養調査の結果，以下の点が明らかになった。
1）健康状態や体力の現状の認識は，「あまり丈夫でない」体力の「ない方3という者が男子では，
IO～20％を占め，女子ではそれぞれ，30％弱を数えたが，体力に自信のない自己認識を示した者
が，男女とも多いことが注欝された。また，これらの現状を把握する指標としては，健康状態に
は，第1に「元気よく活動できるか，できないか」「多少の無理がきくか，きかない∫運動神経が発
達しているか，していない」を合わせた身体活動への積極性があげられ，男子41％，女子33％あ
った。第2に「疲れても休息や睡眠で回復するか，しないか∫よく眠れるか，眠れないか」という
休養で，男子38％，女子45％となり，第3に病気への抵抗力，第4に食事となっている。体力の
現状では，第1に「運動しても長く続けられるか，続けられないか」「長時聞肉体的精神的労働に
耐られるか，耐られないか」という心身の持久性があげられ，男女とも40％を占めた。第2に「
仕事，スポーツ後の疲労回復度」「磁頃の疲労感」という疲労現象，特に防衛的な体力面で，男子
38％，女子46％を数え，これらを合せると男女とも80％以上の強い関心を示唆している。第3に
体力測定及び体力診断の機能薦となるが，男女とも10％代の低率となっている。
2）現在の体力に満足している者は，「大いに満足」「満足」「まあまあ」を合計すると，男女とも約
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半数にすぎない。
3）健康や体力の保持増進に実行しているものは，男子の「眠睡」が25％，「運動不足」に陥入ら
ぬようにする，「栄養」が21％，20％，「生活サイクル」に注意するが15％で，女子ではそれぞれ35
％，15％，28％，15％となり，新たに実行したいとするものは，男子では「生活サイクル∫運動」
「睡眠∫栄養」が，それぞれ31％，23％，21％，i7％で，女子のそれらは，それぞれ29％，35％
17％，15％となっている。
4）運動やスポーッに期待するものは，「体力の向上」が男子62％，女子56％見られたが「精神的，
肉体的ストレスの解消」に男子32％，女子40％も期待している。これに対して運動やスポーツを
全く実施していない者は，男子20％，女子36％を数え，岡時に現在の運動量（活動量）程度に不
満を訴えている者が，男子44％，女子61％にも達している点が注厨された。
5）栄養摂取の充足度は，男子に比べて女子の方が高く，とくに男子では，毎日飲食している食
品のうち魚や肉をたべる以外は，いずれも30％代が多く，26％の者がインスタント食品を毎日た
べていると答え，食生活の乱れが著しいといえる。
　このように健康や体力の自己認識と，現在の体力や運動量程度に対する満足との関連に最も注
目される点は，健康や体力の自己認識以上に現在の体力や運動量程度に対して，不満を訴えてい
る者が多く，半数にも達していることである。
　大学生と社会人とは，異なった社会生活を営んでいるが，体育科学センター体力調査專門委員
会の報告によると，19才以下の社会人の「大丈でない」「ない方」「不満」者に比べて，大学生の方
にいずれも多く，全く運動を実施していない者も大学生に著しく多い。同様にこれらに「満足」
であるという認識者や運動の定期的な実施者は，大学生の方に多くを数えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＞
　また，昭和54年度の体力，運動能力調査報告書によると，18才の大学生の週当り3－4日以上
のスポ～ツ活動の実施書（男子26％，女子20％）及び，スポーツ活動を全く実施していない者
（男子8％，女子16％）に比べると，本調査対象群は，男女ともいずれも高率となっていること
である。このことは，これまでのグループ以上に，本調査対象群は，健康や体力水準に高い面と
低い面とが多く共存しているといってよいであろう。また，この傾向が女子に強いといえよう。
　最近，大学生に朝食を欠食する者が多く，健康状態にさまざまな影響を及ぼしていることが，
　　　　　　2，3＞
多くの研究者によって指摘されている。大学生の欠食状況は，対象学部や調査方法にまちまちで
　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
比較することが難しいが，国民栄養調査によると，ほぼ岡年齢の頻度に比べて，大学生の欠食が
著しく多いことは確かである。本調査対象群にも岡様の結果を示し，特に男子に高率となってい
る。
鈴木射勲ら㌃物脇は潮食の欠飴は霞覚罐状の訴え縞く，精神的麟に及ぼす影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2｝
響が大きい，と報告している。また，香川らは欠食者の栄養摂取量は，朝食摂取者に比べて少な
く，それに似合う活動星によって，体重や血液成分の維持を行なっていると推察している。これ
に対し本調査では，栄養素の質や量の詳細は明らかでないが，健康や体力の保持増進のための
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「栄養」「運動」への配慮は，男子がそれぞれ37％，44％，女子が43％，50％と半数弱にとどまり，
特に男子に消極的な様根がうかがえる。
　以上，健康や体力の保持増進の要因としては，「運動J「栄養」「睡眠∫生活サイクル」などの影響
が示唆されるが，本調査の対象群においても，それらに一応の関心が寄せられていたが，その数
は半数程度といえよう。
　一方，運動やスポーツへの期待では，鍛練的な効果よりも，むしろレクリェーション的な内容
を期待している者が少なくなく，かつ体力の評価基準にも，体力測定が極めて低率で受け取れて
いない点が注巨された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとめ
男女の大学生を対象に，健康，体力の保持増進を一曙促進させるための基礎資料を得る翻的で，
アンケート調査を実施した。その結果は次の通りである。
1）健康状態は，丈夫及び普通と認識する者に男女とも90％以上を示した。
2）健康状態の評価の観点は，運動，休養，’栄養が重な基準で，女子ではこれらに病気も目安に
　なっている。
3）体力のない方とする者は，男子23％，女子28％を数えた。
4）体力の評価の観点は，男子では肉体的，精神的労働の持久性，すなわち行動体力爾をあげて
　いるのに対し，女子では，病気とその回復すなわち防衛体力面をあげている。一方，運動能力
　や体力測定の結果を評価基準にしている者は，男女とも少なかった。
5）現在の体力に不満を感じている者は，男子51％，女子42％を承した。
6）健康，体力の保持増進に努力しているものに，男子では，睡眠運動，栄養，生活サイクル
　の順で，女子では，睡眠，栄養，生活サイクル，運動の順であり，これから実行しようとする
　ものに男女とも逆の関係を示した。
7）運動やスポーツへの期待するものは，男女とも体力の向上とストレスの解消をあげ，とくに，
　体力の尚上に男子62％，女子56％を示した。
8）運動を定期的に実施している者は，必ずしも多くなく男子38％，女子25％で，全く運動を実
　施していない者は，男子20％，女子36％も数えた。
9）現在の運動（活動量）程度で不満を訴えている者は，男子44％，女子61％も占め，男女とも
　40％の者が，時間の不足をあげている点に注目される。
10）栄養の摂取状態は，男子よりも女子に優れ，その評点は男子12点，女子15点であった。
　以上，現在の体力や活動量に対して満足している者，あるいは運動やスポーツを通じて，体力
　の向上を期待している者は，男女ともいずれも約半数程度にすぎない点が注iヨされた。
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